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米蔵のシュベスターピアノ ©  Kasuga　(2022Nov)

（１） 摂田屋観光拠点施設の米蔵に、なぜ人気のピアノの名品が

このシュベスターピアノは、ソプラノ声楽家・中澤桂さんが所有していたものです。

中澤桂さんは、長岡市出身の、日本を代表するソプラノ歌手の一人として国際

的に知られた声楽家です。

その中澤さんが、長岡市芸術文化振興財団理事長時代の神林茂さんと交流

があり、そのご縁で神林さんは中澤桂さんが所蔵されていたピアノの寄贈を受

けたとのことです。ミライ発酵本舗㈱専務取締役となられた神林さんが、このピア

ノを文化活動に役立てようと、米蔵に設置しました。　(オープンの記事は次頁)

（２）　中澤桂さんについて

以下は、ネットで仕入れた情報です。

(1933年 - ２０１６年）日本の声楽家（ソプラノ）、音楽教育者。

東京二期会元会員（理事）、東京音楽大学名誉教授。

新潟県立長岡女子高等学校卒業(大手高校の前身)。1956年

（昭和31年）東京芸術大学中退。

二期会研修所修了。1959年（昭和34年）長門美保歌劇団

ドヴォルザーク『ルサルカ』の日本初演において主役「ルサルカ」役

でオペラデビュー。二期会を中心に数多くのオペラで活躍。

日本オペラにおいても、清水脩『修善寺物語』の楓、三木稔『春琴抄』の鵙屋

春琴などに繰り返し取り組み、とりわけ團伊玖磨『夕鶴』の、つうは当たり役で、

日本を代表するソプラノ歌手の一人として国際的に知られた。

「中沢桂」と表記されることが多い。

とのことです。

大手高校卒業生とのことで、このような素晴らしい活躍をされた音楽家、

長岡の誇りです。

年に数回のナイトコンサート、ジャズフェスなど音楽発信も目指す施設、

摂田屋サフラン酒・米蔵に、なくてはならないピアノとなっています。

しかも、イベントのないとき、このピアノ好きなら垂涎のピアノを、許可をいただ

けたら自由に弾けるとのこと。　

こんな話も、摂田屋の誇りです。

尚このアップライトピアノは、

中澤さんが１９５２年、長岡大手高校

を卒業し東京芸大を受験された当時、

ご実家で使用されたものだそうです。
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